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1. まえがき 

1)

2. 研究目的 

3

3. 実験方法 

5m 44.8m 5m

FC15.3% Fc10% -1 dmax wopt

JIS A 1210 A-c 2.8m

-2
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下水汚泥からの電解によるリン回収とみずみち棒による汚泥濃縮についての研究 

1. まえがき 

 

2. 研究目的 

3. 研究方法 

3.1 電解におけるリン回収 

3.1.1電解法によるリン回収について 

7



3.1.2電解法実験方法 

図1 実験装置概要            図 2 電極板外形図 

表1 電解実験条件 

試料 条件 電極枚数
電極割合

(m
2
/m
3
)
時間

電流密度

(A/m
2
)
電流
(A)

備考

No.1 － 25.2 24 40 5.04

No.2 スターラ 25.2 24 40 5.04 ダイヤルを2/5回した位置で回転

No.3 バブリング 25.2 24 40 5.04 0.5L/minのエアーを送る

No.4 脱離液 上澄み＋Mg添加 － 25.2 24 40 5.04
脱離液4999gに対して

硫酸マグネシウムを1g投入

No.5 脱離液 上澄み＋貝殻 － 25.2 24 40 5.04
脱離液4900gに対して
貝殻の溶出液を100g投入

No.6 脱離液 上澄み＋落葉 － 25.2 24 40 5.04
脱離液4900gに対して
落葉の溶出液を100g投入

No.7 脱離液 上澄み＋茶かす － 25.2 24 40 5.04
脱離液4900gに対して

茶かすの溶出液を100g投入

No.8 脱離液 上澄み＋コーヒーかす － 25.2 24 40 5.04
脱離液4900gに対して

コーヒーかすの溶出液を100g投入

No.9 畜産排水 － 25.2 4 40 5.04
泡が大量に発生し、溢れ出してし
まったため4時間で終了

No.10 脱離液 上澄み＋畜産排水 － 25.2 24 40 5.04
脱離液4900gに対して
畜産排水を100g投入
pHの測定はなし

脱離液 上澄み
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8cm
1)

2)

ASR

1 1 3 5

0.15mm

6

7

4

NaCl

2 1

a

b

1

2

1 0.00
2 0.25
3 150 273 903 4.00 0 0045
4 803
5 803
6 35 175 500 654 1.00 0 0030
7 55 284 516 1303 0.25

20mm
C 3.16g/cm3

S 1 3 2.57g/cm3 1.87% 4 7 2.56g/cm3 2.23%
G 2.67g/cm3 0.46%
Ad1 AE
Ad2 AE
AE

7 0.075%

W/C
% W C G

kg/m3

55

175 318 803

175 318

NaCl
C×%

0.25

S
Ad1 Ad2 AE

C×%

980

0 0030

1.3

2 15 1 1
2 120 1 1
1
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L
zF
RTkD (1) 

R (= 8.31J/mol/K) T (K) z (=1) F

(96485.3 C/mol) L (=5cm) (V)

k

3.2 モルタルの配合および養生条件 

 表-1

4210cm2/g 2.88g/cm3

4140cm2/g 2.35g/cm3 40 1 2.5

50 20

20

20

28 91

3.3 実験パラメータ 

表-2 28

91 2

7 28 5 91

20

4. 実験結果 

4.1 見掛けの拡散係数の算出結果 

 図-3

91 28

N40FA20 91 28

表-2 実験パラメータ 

水中養生期間 印加電圧 通電時間
30V
45V
15V
30V
45V

28日 7水準

91日 5水準

表-1 モルタル配合と基本物性 

材齢28日 材齢91日
N40 普通セメント単味 - 109×110 7.2 76.0 87.2

N40BS50 高炉スラグ微粉末 50% 112×112 7.7 59.4 81.3
N40FA20 フライアッシュ 20% 119×120 6.7 67.0 80.0

40% 1:2.5

記号 配合 水結合材比
混和材
置換率

砂結合材比
フロー
(mm)

空気量
（%）

圧縮強度

(N/mm2)
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5.結論 

6. 謝辞 
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ゆるみ岩盤における安定性に係わる調査・評価手法および地質リスク低減についての研究 

1. まえがき 

 

2. 研究目的 

31



3. 研究方法 

3.1事例収集 

3.2岩盤のゆるみパターンの整理 

3.3ゆるみゾーン区分の整理 

4. 研究結果 

4.1岩盤のゆるみパターンの分類 

32
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4.2岩盤のゆるみゾーン区分 

34





表-1 ダム基礎におけるゆるみ区分事例（表中空欄は記載のなかった項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今後の検討内容 

6. 謝辞 

ダム名 区分数 備考

区分名 ゾーンⅢ 区分名 ゾーンⅡ

記事 多くの割れ目に流入粘土が認められ、幅0.5mm程度の厚い流入粘土がしばしばみられる。 記事
流入粘土を狭在する割れ目と、褐色割れ目が混在する。流入粘土はフィルム状で割れ目
の一部に点在する。

割れ目開口量
開口幅は1mm以下を主体とし、2～5mmが一部認められる。
1m当り累積開口量は横坑では5～15mm/m、ボーリングでは2～5mm/m。

割れ目開口量
開口幅は概ね1mm以下。
1m当り累積開口量は横坑では2～5mm/m、ボーリングでは1～2mm/m。

流入粘土
横坑では、最大幅0.5mm以上、層状。
ボーリングコアでは、流入粘土を伴う割れ目があり、フィルム状流入粘土を伴う割れ目が多い。

流入粘土
横坑では最大幅0.5mm未満、フィルム状。割れ目の一部にみられる。
ボーリングコアでは、フィルム状流入粘土を伴う割れ目が一部みられる。

割れ目の酸化 岩盤は概ね新鮮。割れ目は褐色に変色。 割れ目の酸化 岩盤は新鮮。割れ目は褐色に変色。

コア形状 長さ10cm前後の柱状コア。 コア形状 長さ10cm前後の柱状コア。

ルジオン値 50Lu以上の高透水性を示すことが多い ルジオン値 10～40Lu程度の高透水性を示す。一部2Lu以下の難透水性部も認められる。

弾性波速度 弾性波速度

区分名 ゆるみゾーン 区分名 ゆるみ影響ゾーン

記事

以下の判定内容が認められる範囲。
掘削面における割れ目開口量が一般に2mm以上。割れ目面の酸化が著しい。割れ目面沿い
の岩片が風化している。ルジオン値50以下。

記事
ゆるみゾーンの深部に連続する範囲のうち、割れ目面沿いの岩片が新鮮もしくはルジオン
値が50Lu以下のもの

割れ目開口量 掘削面で一般に2mm以上。 割れ目開口量 概ね2mm以下

流入粘土 最大10数mm程度挟むことがある（必要条件ではない）。 流入粘土

割れ目の酸化
面全体の酸化が顕著であり、割れ目面から数mm程度～岩芯近くまで風化・変色する、割れ目
面以外の新鮮な部分を含むことがある。

割れ目の酸化 割れ目面の酸化が著しい。割れ目面沿いの岩片が風化してない。

コア形状 コア形状

ルジオン値 50Lu以下 ルジオン値 50Lu以下

弾性波速度 弾性波速度

区分名 Cゾーン 区分名 Bゾーン

記事

岩石は弱く風化しているが概ね硬質で、ボーリングコアでは短柱状～分離コアを主とする。流入
粘土を挟む開口割れ目が発達するが、空洞などの顕著な開口部はほとんどない。調査横坑で
は細かな割れ目が密に発達するものの、比較的詰まっており、部分的に細かな開口割れ目が
みられる。P-Q曲線は立ち上がらず、ルジオン値は算出不可。

記事
岩石は顕著な割れ目付近を除いて新鮮。割れ目は少なく、棒状コアを主体とし、礫状～分
離コアは少ない。ルジオン値は50以上、P-Q曲線は立ち上がりを示す。

割れ目開口量 部分的に細かな開口割れ目がみられる 割れ目開口量

流入粘土 流入粘土を挟む開口割れ目が発達する 流入粘土

割れ目の酸化 岩石は弱く風化しているが概ね硬質 割れ目の酸化 岩石は顕著な割れ目付近を除いて新鮮

コア形状 ボーリングコアでは短柱状～分離コアを主とする。 コア形状 棒状コアを主体とし、礫状～分離コアは少ない。

ルジオン値 P-Q曲線は立ち上がらず、ルジオン値は算出不可。 ルジオン値 ルジオン値は50以上、P-Q曲線は立ち上がりを示す。

弾性波速度 弾性波速度

区分名 ゆるみ領域 区分名 グレーゾーン

記事

重力性の変形作用を受け、割れ目の多くが開口して連続的な分離面が形成され、割れ目沿い
にわずかな移動を伴う岩盤。
もしくは、重力性の変形作用により流れ盤を形成する低角度の不連続面を規定としてわずかな
移動を伴う岩盤

記事
開口2～5mm程度の開口割れ目が比較的多くみられるが、開口割れ目の連続は断続的
であり、岩盤状況は比較的良好である。

割れ目開口量 低角度の節理が発達し、これらの多くが開口 割れ目開口量 開口2～5mm程度の開口割れ目が比較的多くみられるが、開口割れ目の連続は断続的

流入粘土 多くの割れ目に流入粘土がみられる。 流入粘土

割れ目の酸化 割れ目沿いに褐色風化が認められるものが多い。 割れ目の酸化

コア形状 コア形状

ルジオン値 ルジオン値

弾性波速度 弾性波速度はゆるみ部では1.2km/s、基底部付近では1.4～2.1km/s 弾性波速度

区分名 3ゾーン 区分名 2ゾーン

記事
一部に粘土を狭在するコア（一部棒状コア）を主体に構成される。また、最下部に粘土を伴うこ
とが多い。

記事
棒状コア（一部変状コア）から構成される。割れ目は酸化を受け褐色化しているところが多
い。また、流入・風化粘土を狭在するところも存在する。

割れ目開口量 割れ目開口量

流入粘土 一部に粘土を狭在する 流入粘土 流入・風化粘土を狭在するところも存在する。

割れ目の酸化
割れ目面は風化・酸化により褐色化が認められるもののほぼ新鮮である。方解石脈は溶脱し
ている。

割れ目の酸化
割れ目面は風化・酸化により褐色化（あるいはわずかな褐色化）が認められるもののほぼ
新鮮である。方解石脈は溶脱（あるいは赤色方解石の一部溶脱）している。

コア形状 5cm以下の片状コアで、コア形の組み合わせが可能なもの、不可能なものがある。 コア形状 5cm以上の棒状コアか、5cm以下の片状コアでコアの組み合わせが可能なもの

ルジオン値 30Lu以上 ルジオン値 10Lu以上

弾性波速度 弾性波速度

区分名 弱ゆるみ 区分名 一体化弱ゆるみ

記事 開口割れ目がみられ、割れ目沿いに流入粘土を狭在する。最大割れ目幅3.7mm。 記事 開口割れ目がみられ、割れ目沿いに流入粘土を狭在する。最大割れ目幅2.6mm。

割れ目開口量 最大割れ目幅3 7mm。 割れ目開口量 最大割れ目幅2 6mm。

流入粘土 ほとんどの割れ目に流入粘土を狭在する。 流入粘土 ほとんどの割れ目に流入粘土を狭在する。

割れ目の酸化 割れ目の酸化

コア形状 コア形状

ルジオン値 50～100Lu以上 ルジオン値

弾性波速度 1.3～1.5、2.4～2.5km/s 弾性波速度

区分名 ゆるみ岩盤Ⅰ（CLL級に対応） 区分名 ゆるみ岩盤Ⅱ（CLH級に対応）

記事
岩質はやや硬質、層面及び高角度節理が開口し、流入粘土を狭在。その節理間隔は数
10cm。

記事 岩質はより硬質、高角度節理は流入粘土を狭在、節理間隔は数m。

割れ目開口量 層面及び高角度節理が開口 割れ目開口量

流入粘土 流入粘土を狭在 流入粘土 流入粘土を狭在

割れ目の酸化 割れ目の酸化

コア形状 コア形状

ルジオン値 ルジオン値20Lu以上 ルジオン値 ルジオン値10～20L

弾性波速度 弾性波速度値0 8～1 4km/sec 弾性波速度 弾性波速度値2 3～2 4km/sec

B

3区分
（除去対
象1区
分）

除去対象ゆるみ区分 残置対象ゆるみ区分

A

5区分
（除去対
象3区
分）

ダム敷きでは
ゾーンⅢを掘削
予定としてある
が、ゾーンⅢの
中で塊状部分
の岩盤を残存
できるか検討
中。掘削線も
ゾーンⅢの中に
設定。

端部で造成ア
バットメントの基
礎として使用。

C

4区分
（除去対
象2区
分）

D

3区分
（除去対
象1区
分）

グレーゾーンは
ゆるみでないと
しているもの
の、掘削時にお
ける岩盤状況
で残置か除去
か判断する。

G

2区分
（除去対
象1区
分）

端部で造成ア
バットメントの基
礎として使用。

E

5区分
（除去対
象3区
分）

F

5区分
（除去対
象3区
分）
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250ml

1 Sporosarcina Pasteurii

 

2

200ml 12

 

22

 

12

300ml

 

3

CaCO3 4 P1

P4

N 5 3  

（3）三軸試験方法およびCaCO3析出量の測定方法 

1 CD

CaCO3 P3 P4

H=10cm =5cm

-30kPa

1

200kPa σc’=50kPa 100kPa 200kPa

B 0.95

B 0.5%/min

 

CaCO3

CaCO3  

 

試薬名 添加量

Nutrient broth 3g
NH4Cl 10g

NaHCO3 2.12g
Urea 0.5mol=30.03g
CaCl2 0.5mol=55.49g

Distilled Water 1L

2  

0 13M Tris(pH=9) 0 13mol=15 75g
Yeast extract 20g
(NH4)2SO4 10g

Distilled Water 1L

1  

3  

1.504 59.9 ―
1.513 62.6 ―
1.504 60.0 ―
1.504 59.9 27.7
1.504 59.9 28.1
1.504 59.9 28.9
1.505 60.1 58.3
1.504 60.0 51.8
1.505 60.1 59.7
1.507 60.9 135.2
1.504 59.9 130.6
1.504 60.0 124.8
1.504 60.0 214.4
1.504 60.0 215.8
1.504 59.9 214.7

P4 12(2400) 144

P2 4(800) 48

P3 8(1600) 96

CaCO3

析出量（kg/m3
）

N ― ―

P1 2(400) 24

Case 栄養塩の注入回数
（総注入量ml）

養生
時間

初期乾燥密度

ρd（g/cm
3）
初期相対密度
Dr (%)
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CaCO3 50kg/m3 2 3°

CaCO3  

４．まとめ 

CaCO3

 

CaCO3  

CaCO3 1

 

CaCO3

CaCO3  

CaCO3 0.5

 

CaCO3  

CaCO3
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液状化判定法の高精度化に向けた研究

1. まえがき 

2011

24

2. 研究目的 

3. 研究方法 

3.1 地盤調査および室内土質試験 

11 2

表-1 調査項目 

地盤調査 室内土質試験 詳細観察・分析

PS
2.5cm 5.0cm

X
H24.5

49





4. 研究結果・考察 

4.1 細粒土の液状化強度評価 

RL N N1 -3 FC

RL FL

RL

RL

-4

FL

図-3 液状化強度比 RLと換算N値N1，細粒分含有率 FCの関係順

図-4 土質による応力・ひずみ関係の違い （利根川横瀬地先）
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4.2 液状化層の粒度分布 

1

-5

1.0 ( 0.5mm)

40cm 45cm 40

 

5. 謝辞 

図-5 地層抜き取り試料の写真と代表深度

の粒度分布特性（幕張海浜公園）
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河道内樹林における萌芽再生抑制方法に関する研究 

1. はじめに 

53



2. 方法 

2.1 ヤナギ林 

図-1a

図-2a

図-2b

2.2 ハリエンジュ林 

図-1   

図-2 (a) (b)  
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図-1b 図-2a

2.3 マダケ林 

図-1c

3. 結果 

3.1 ヤナギ林 

P F

図-3

P F

図-3

3.2 ハリエンジュ林 

図-4

図-3  

P  

図-4

P  
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図-4

図-5

P F

3.3 マダケ林 

図-6

 

4．考察 

4.1 ヤナギ林 

図-5  

P

図-6  
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図-7

  

4.2 ハリエンジュ林 

  

4.3 マダケ林 

図-7   
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5．結論 

 

6. 謝辞 

<参考文献> 
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図-2 主成分分析結果の平均値及び標準誤差

図-1 各テクスチャーのSDプロフィール

3．2 表面形状の測定及び解析 

4．研究結果 

4．1 SD法によるテクスチャーの印象調査 

表-1 主成分負荷量と寄与率 

 評価尺度 主成分1 主成分2

ざらつき 0.5534 -0.8040

凹凸 0.5789 0.5588

粗さ 0.5987 0.2029

累積寄与率 0.6612 0.8528

60







5．2 現場への適用 
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6．結論 

 

 

7．謝辞 

<参考文献> 
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ダムの長寿命化のためのダム本体維持管理技術に関する研究 

 

 

 

 

 

1. まえがき 

1950

 

1)

2)

 

2. 表面劣化がダムの安定性に及ぼす影響の解析的検討 

2

 

2.1 梁理論による検討 

（１）計算方法 
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3m
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4. 結  論 

3m

 

 

 

5. 謝  辞 
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1989
3)
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1 2cm

 

 
図３ 火山灰等堆積状況の例と堆積断面のイメージ 
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2011年霧島山(新燃岳)噴火を対象とした火山噴火時の変化計測手法の検討 
 

チーム名 火山・土石流チーム 

氏  名 中野 陽子     

 

 

１．まえがき 

( ) ( 1) 2011 1 19

1 26 27

1) 3 1 13
2)

2011 ( )

km 1)  

DEM DEM  

(SAR)

DInSAR  

 

２．研究目的 

NDVI 3)

4) ( ) (2011)5) L

ALOS/PALSAR DInSAR

DinSAR

( (2009)6))

2011  

(2011)
7)8)

1  
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0.39 0.35

30mm 1 26

27

case

 

 

４．２ 地表面変位位相 

1 26 27

Case_01 4 12cm

2

1050m

10cm

 

1 27

( 5)  

 

５．結論 

1 26 27

3cm

L

(12cm)

 

DInSAR

( ) 

1 26 27

10cm

L
200000( )

 20 4 1   

3 1 26 27 case_01
04  

4 1 26 27
(case_01) 

5 1 27

( 06)
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3.2 対象とした条件 

 

3.3 感度分析 

表-1  入力条件の分類 

発生前計測 発生後実績 同定 一般値
地形条件 縦断形 ●

流下幅 ●
供給条件 総流量（崩壊規模） ●

清水量 ●
代表粒径 ●
細砂の最大粒径 ●

河床条件 侵食可能深 ●
河床の容積濃度 ●
粗度係数 ●

主な入力条件
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4. 研究結果 

 

 

 
5. 結論 

 

No 渓流名 発生年月

1 集川 （熊本県） 2003 7

2 船石川 （鹿児島県） 2007 7

3 片井野川 （宮崎県） 2005 9

4 七瀬谷（宮崎県） 2005 9

5 大用知 （徳島県） 2004 8

6 針原川（鹿児島県） 1997 7

7 春日谷 （三重県） 2004 9

8 別当谷 （石川県） 2004 5

9 宇原川 （長野県） 1981 8

10 ドソウ沢 （宮城県） 2008 6

表-2 近年の深層崩壊に起因す
る土石流発生事例 
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1  

レーザー測量データを用いた岩盤クリープ斜面の抽出手法の検討 

1. まえがき 

1),2)

3)

 

LiDAR
4) 6)

20127)

LiDAR  

 

2. 研究目的 

LiDAR  

3. 検討方法 

3.1 岩盤クリープ斜面の地形的特徴と斜面抽出の   

可能性 

8),9)

1 2012 7)

LiDAR
10)
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2 2010 6

 

 
3  

 

2

80m 2 1 4

1

3

20 30m

 

3.2 検討方法 

2 4 10 20 30 50 100m 7

2012 7) 2m

20m 30m

4 30m 2m 0.7

0.9

30m 2m  

3.3 検討対象 

5 3 A B C
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4  

4. 結果 

5

20m

0.9

0.7

0.7

0.7

0.7

30m

30m

 

 

5. 結論 

0.7

 

 

6. 謝辞 

GIS

ICHARM
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土石流へと発達した崩壊の土質特性 

 

チーム名  火山・土石流チーム 

氏  名   梶 昭仁  

 

 

1.まえがき 

 

2.研究目的 

 

 

 

 

 

 

3.研究方法 

3.1 調査対象地区 
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5.結論 

 

6.謝辞 

 

 

5)  
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アンカー残存緊張力による斜面の健全性評価に関する研究 

1. まえがき 

 

2. 研究目的 

3. 研究方法 

3.1 事例分析の概要 

3.2 荷重の変動傾向 

1 H地区 滑動無し 自然斜面 火砕流堆積物  5 （ 5） ／ 66
2 Y地区 滑動無し 切土法面 結晶変岩類 12 (21) ／440
3 N地区 滑動有り→停止 自然斜面 凝灰岩 12 (12) ／256
4 I地区 滑動有り 切土法面 泥岩 27 (27) ／517
5 M地区 滑動有り 切土法面 泥岩 25 (31) ／712
6 K地区 滑動有り 切土法面 泥岩 16 (21) ／908
7 Z地区 滑動有り 自然斜面 結晶変岩類 16 (23) ／417
8 D地区 滑動有り 自然斜面 結晶変岩類  8 (  8) ／310
9 Tダム 滑動有り ダム貯水池 粘板岩 17 (20) ／371
10 OダムM地区 滑動有り ダム貯水池 粘板岩・輝緑凝灰岩 18 (24) ／560
11 OダムT地区 滑動有り ダム貯水池 粘板岩・輝緑凝灰岩  5 (  5) ／ 95

荷重計／アンカー
対策後の
地すべり運動

番号 現場名 斜面種別 地質

表1 分析事例の現場概要 
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すべり面の３次元構造の把握と地すべり土塊特性に関する研究

 

 

 

 

1. まえがき 

 

2. 研究目的 

 

3. 研究方法 

3.1 樹脂固定法による標本の作製手順 

-1
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1.  5.  
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8.   
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10.  

125
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グラウンドアンカー初期緊張力の適正な導入方法に関する研究 

1. まえがき 

2. 研究目的 

 

3. 研究方法 

 

3.1 実験装置 

図１

 

3.2 実験方法 

 

 

 図１．実験装置イメージ 
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5.結論と課題 

 

6. 謝辞 
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既設舗装の長寿命化手法に関する研究 

1. まえがき 

120 km

 

2. 研究目的 

3. 研究方法 

 

3.1 作製供試体（舗装構成） 
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4. まとめ 

WRF

WRF GSMaP

RRI WRF GSMaP

RRI

RID

2 2011

RID Area A Area C 19 m3

RRI

 

5. 謝辞 

RRI

WRF

: CTI
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洪水予測の観点から求められる降雨観測・予測精度に関する研究 

1. まえがき 

X C

 

2. 解析方法の理論的背景 

2.1 レーダ雨量に含まれる誤差成分の統計解析 

(Ciach et al., 2007)
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rRe

5. 誤差の統計的特性を反映した降雨場の生成 

6. 謝辞 

<参考文献> 
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岩盤上の基礎の鉛直方向の安定照査法のための地盤反力度の評価に関する研究 

 

  

  

 

 

1.  まえがき 

(

) 

 

 

2.  研究目的 

 

 

3.  研究内容 

3.1 岩盤上の基礎の安定照査法の現状と問題点 

表－1

 

 

表－1 H14 道示における岩盤を支持層とする場合の鉛直支持力照査方法 

  
 

 

  
 (H14 )
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3.2 H14道示における直接基礎の設計で用いる岩盤の最大地盤反力度の上限値の設定経緯 

図－1

(図－2) 図－3

1 (図

－2)

図－1 各種試験値の相関関係図 

図－2 各種試験値の関連性と回帰式 

図－3 一軸圧縮強度と支持力度の関係 

 

 

 

LogEb=3.189+0.323Logqu

LogEd=0.520+0.912LogEb

Logpy=0.021+0.423LogEd

Logpu=0.257+0.941Logpy 

qu 

Eb 

py 

pu 

Ed 
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(表－1)  

3.3 深度に応じた岩盤の極限支持力の評価 

3.2

図－1

図－4

  

 

 
図－4 各種試験値の関連性と回帰式 

 

図－5 図－4

( ) ( )

( ) ( )

( )

 

 
 

 
  

 

LogEb=2.408+0.368Logqu

LogEd=1.049+0.829LogEb 

Logpy=-0.009+0.420LogEd 

Logpu=0.281+0.991Logpy 

LogEb=3.247+0.306Log

LogEd=0.595+0.892Log

Logpy=-0.037+0.492Log

Logpu=0.355+0.867Log

qu

Eb 

py

pu

Ed 

図－5 一軸圧縮強度と極限支持力度の関係 
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3.4 最大地盤反力度の上限値の提案 

3.3

(図－6 )

( , )

(図－6 )

(図－6 )

表－2

 

 

4.  まとめ 

 

 

5.  謝辞 

 
 

 
 

 【参考文献】1) 4037 , 
2007.2. 2) : 

2512 ,1987.11. 

図－6 最大地盤反力度の上限値の設定方法 

表－2 最大地盤反力度の上限値の提案値 
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鋼道路橋の疲労損傷の調査・診断・対策技術に関する研究 

1．まえがき

U

SFRC

SFRC

U

SFRC

FEM SFRC

2．研究目的

SFRC

FEM

FEM

2 16 21

3．研究方法

3．1 解析モデル

FEM 図-1

図-2

U

0.5mm×0.5mm×0.5mm SFRC E

ν E=40,000N/mm2 ν=0.167  E=200,000N/mm2 ν=0.3 SFRC

150kN

 117,200 113,200

COSMOS/M ver.2.9
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橋台支承部に作用する地震力に関する一検討

 

 

1．はじめに 

2

1 2
1) 2

3

2

3

 

2．解析の対象と解析条件 

図-1 45m

T 11.8m 1.2m 37m

3 4 12

図-2

表-1 Case-1 Case-1 0.5 0.25
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.まとめ
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5.謝 辞 

<参考文献> 

1)  2002.3

2) 13 2010.11

3)

2011 2011.11 

170



厚板を有する高力ボルト摩擦接合継手の適用に関する研究

1. 研究目的 

2
1)

0.4 H24

0.45 1,2)

6

7

30

1989 1989 3)

  

2.   

-1 a 6 30

-1 b 60 7

6

-1

75μm

50 150μm

2

6 1

10

50μm 5 150μm 5 -2

(%)

50%

1540

760 76020

1
2
0

480

75 754010075 7540
2
0

3
8

2
0

φ
24
.5

 770

380 38010

1
0
0

360

80 559055 80

1
2

9
1
2

φ2
4.5

a

b 4) 

-1   

171









塩害橋の予防保全に向けた診断手法の高度化に関する研究 

 1. まえがき 

CAESAR

 

2. 研究目的 

 

3. 対象橋梁の概要 

3.1 橋梁諸元 

表-1

3.2 瀬底大橋の状況 

表-1 調査橋梁の諸元 

橋梁名 瀬底大橋 浜比嘉大橋 

橋長 762m 900m 

竣工 昭和60年(1985年)2月 平成9年(1997年)2月 

上部工形式

PC箱桁橋 

ニールセンローゼ橋 

単純ポステンT桁橋 

PC箱桁橋 

PCラーメン箱桁橋 

下部工形式 壁式橋脚，張出式橋脚 壁式橋脚，ラーメン橋脚 

下部工竣工 昭和55年頃(1980年) 平成6年頃(1997年) 

位置図 

 

写真 

瀬底大橋 

浜比嘉大橋 
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3.3 浜比嘉大橋の状況 

4. 調査橋梁からの試料採取概要と分析方法 

4.1 試料採取 

図-1，2

。

                   ※黒塗り部：表面拭き取り＋コア採取 
                   ※白抜き部：表面拭き取りのみ 

図-1 瀬底大橋P8の試料採取箇所 

                   ※黒塗り部：表面拭き取り＋コア採取 
                   ※白抜き部：表面拭き取りのみ 

図-2 浜比嘉大橋の試料採取箇所（上:P5 下:P11） 
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動的解析を用いた既設道路橋の既製コンクリート杭基礎に対する耐震性評価 

 

 

 

1. まえがき 

 

 

2. 研究目的 

1) RC PC PHC

 

 

3. 研究方法 

1)

-

 

3.1 検討ケース 

表-1

表-1 検討ケースの概要 

Case N N (m) ( ) (mm)

A  2 30 10 0.25 20 600

B 15 30 10 0.25 18 600

C  2 30 20 0.25 36 600

D  2 25 10 0.20 20 600

E 15 25 10 0.20 16 600
S39
指針

RC

PHC H2
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4)  

3.2.1 橋脚，フーチング及び杭体のモデル化 

RC M- Takeda

H14 -

PHC PC

 

3.2.2 杭-地盤間のモデル化 

- Winkler p-y 2)

-

-

 

3.2.3 周辺地盤のモデル化 

- Masing

100  

f

f f

G /G 0 r

 

3.3 解析条件 

Rayleigh

0.2

h 5% 0.001  

3.4 入力地震動 

2 ( ) (図-3)

( )

図-4 Case A Case B

0.3 Case A
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N

Case C N Case A D

Case C

N

 

4.2 橋脚基部に生じた曲げモーメント及び曲率 

図-7

H14

 

PHC Case A, B 2.0 MN.m

Case C 3 5.7 MN.m RC Case D, E 1.7 MN.m

Case C

 

4.3 杭体に生じた断面力 

図-8
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 (d) Case D (e) Case E 
図-8 杭体に生じた断面力と耐力の深度方向分布 
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A C D

 

Mmax My

表-2 N

Case E (RC ) Case B(PHC A )

Case E

N

Case A C(PHC B ) Mmax / My 1.1 1.2 Case D(RC ) 1.4

RC PHC

 

RC

 

 

5. まとめ 

RC

 

-

 

 

6. 謝辞 

 

<参考文献> 
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2) 3500 1997. 
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表-2 最大発生及び降伏曲げモーメント 

Case M(kN m) M(kN m)
比率
①/②

A 581 518 1.12
B 239 325 0.74
C 628 514 1.22
D 429 309 1.39
E 191 328 0.58
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プレボーリング杭工法における大変形挙動後の支持力特性に関する研究 

～極限支持力推定値・杭軸方向バネ定数推定値への影響～ 

 

1. まえがき 

2. 研究目的 

1/β

1/β

1/β

1/β

3. 研究方法 

3.1 本研究で対象とした載荷試験結果 

Weibull 1.2

1/β
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構造形式 

RC PRC PC 

中空床版橋 
単純 連結 連続 

ポステンT桁橋 箱桁橋 ﾗｰﾒﾝ箱桁橋 

支
間
長 

20m a20 b20 c20 - e20 注１） - - 

40m - - - - e40 注１） - - 

80m - - - - - f80 注２） g80 注２） 

120m - - - - - f120 注２） g120 注２） 

曲げ 

照査位置 
支間中央 支間中央 支間中央 支間中央 

側径間 

中間支点 

中央径間 

側径間 

中間支点 

中央径間 

側径間 

中間支点 

中央径間 

せん断 

照査位置 
端支点 端支点 端支点 端支点 

端支点 

中間支点 

端支点 

側1/4 注３） 

中間支点 

端支点 

側1/4 注３） 

中間支点 

e20 3@20m e40 3@40m  
f80 g80 40m+80m+40m f120 g120 80m+120m+80m  
“ 1/4” 1/4  

項目 平均値 変動係数 

ヤング係数 道示の通り 10％ 

乾燥収縮・クリープ 道示の通り 17％ 

有効高 設計値 10mm/d×100% 

対応する強度 平均値 変動係数 

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度 設計基準強度の1.2倍 15％ 

ｺﾝｸﾘｰﾄの割裂引張強度 3.54N/mm2 

（σck=40N/mm
2の場合） 

12.2％ 
ｺﾝｸﾘｰﾄの割裂引張強度 

鉄筋の降伏強度 規格値の1.14倍 4％ 
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構造 仮荷重組合せ T
注１） 

抵抗係数 

φ 

ｺﾝｸﾘｰﾄの 

設計基準 

強度 ck  

(N/mm2) 

制限値 

ckre  
(N/mm2) 

現行道示 

許容応力度

(N/mm2) 

RC 

構造 

（a）注２） 

①死荷重時 1.05D 4.80 0.332 24.0 7.97 8.0 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 4.79 0.337 24.0 8.09 8.0 

③温度時１ 1.05D+0.75T 4.53 0.354 24.0 8.50 9.2 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 4.53 0.377 24.0 9.05 9.2 

RC 

構造 

（e）注２） 

①死荷重時 1.05D 4.80 0.332 30.0 9.96 10.0 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 4.79 0.337 30.0 10.11 10.0 

③温度時１ 1.05D+0.75T 4.53 0.354 30.0 10.62 11.5 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 4.53 0.377 30.0 11.31 11.5 

PC 

構造 

①死荷重時 1.05D 4.72 0.356 40.0 14.24 14.0 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 4.72 0.361 40.0 14.44 14.0 

③温度時１ 1.05D+0.75T 4.43 0.356 40.0 14.24 16.1 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 4.43 0.406 40.0 16.24 16.1 

T  
RC 2  

a 24N/mm2 a20  
e 30N/mm2 e20 e40  

構造 仮荷重組合せ T
注１） 

抵抗係数 

φ 

設計強度注２）

 

(N/mm2) 

制限値注３） 

re  
(N/mm2) 

現行道示 

許容 

応力度注３） 

(N/mm2) 

RC 

構造 

（a）注４） 

①死荷重時 1.05D 18.39 0.304 345 105.0 100 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 13.15 0.551 345 190.0 180 

③温度時１ 1.05D+0.75T - - - - - 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T - - - - - 

RC 

構造 

（e）注４） 

①死荷重時 1.05D 15.15 0.268 345 92.6 100 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 12.08 0.448 345 154.5 160 

③温度時１ 1.05D+0.75T 10.83 0.456 345 157.2 184 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 10.83 0.508 345 175.4 184 

PC 

構造 

①死荷重時 1.05D - - - - 0.0 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 2.87 0.580 3.54 2.05 1.5 

③温度時１ 1.05D+0.75T 2.07 -0.245 3.54 -0.87 2.0 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 2.07 0.628 3.54 2.22 2.0 

T  
RC PC  
RC PC  
RC a a20 e e20 e40  
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荷重組合せ
応力度

（N/mm2)
荷重組合せ

応力度

（N/mm2)
変更内容

変更後
応力度

（N/mm2)

a20 a20（支間中央-下縁） 死荷重時 100 1.0D 98.8 1.05D 103.8 鉄筋本数 144本→148本 92.0

設計荷重時 1.5 1.0D+1.0L 0.99 1.05D+1.1L 1.57 ケーブル12S12.7B 6本→7本 -0.31

温度時 2.0 1.0D+1.0L+1.0T 1.96 1.05D+1.1L+0.55T 2.11 ケーブル12S12.7B 6本→7本 0.22

設計荷重時 1.5 1.0D+1.0L 1.37 1.05D+1.1L 2.05 連結ケーブル12S15.2 6本→7本 1.36

温度時 2.0 1.0D+1.0L+1.0T 1.62 1.05D+1.1L+0.55T 2.19 連結ケーブル12S15.2 6本→7本 1.49

現行道示
決定ケース

仮荷重組合せでの
発生応力度

現行道示制限値を満たすための断面変更

橋梁 橋種，部位 荷重条件

現行道示
制限値

（N/mm2）

e40 e40（中央径間-下縁）

f120 f120（側径間-下縁）

RC a20 PC e40 f120  

構造 仮荷重組合せ T
注１） 抵抗係数φ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

引張強度 ctk
(N/mm2) 

制限値 

ctkre  
(N/mm2) 

現行道示の 

許容応力度 

(N/mm2) 

PC 

構造 

①死荷重時 1.05D 5.90 0.299 3.54 1.06 1.0 

②設計荷重時 1.05D+1.1L 3.57 0.610 3.54 2.16 2.0 

③温度時１ 1.05D+0.75T 3.55 0.435 3.54 1.54 2.0 

④温度時２ 1.05D+1.1L+0.55T 3.55 0.584 3.54 2.07 2.0 

T  
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入力地震動の特性と積層ゴム系支承の地震応答の繰返し回数の関係に関する研究 

1. まえがき 

２. 解析方法と結果の評価方法 

2.1 解析条件 

-1  

W1  

W2  

Kb  

Kpy  
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2.2 時刻歴応答解析結果に基づく応答の繰返し回数の計上方法 
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３.解析結果 

3.1 レベル2地震動を用いた解析結果 

-3  
(b)  (a)  

-4  
(b)  (a)  

-1 90%   
(a) 90%  (b) 70%  

地震動タイプ 地盤種別 免震 弾性 免震 弾性 免震 弾性

Ⅰ種 1 2 2 1 1 2

Ⅱ種 1 1 2 2 1 3

Ⅲ種 2 2 1 2 2 1

Ⅰ種 1 1 2 1 1 2

Ⅱ種 1 1 2 1 1 1

Ⅲ種 1 1 1 2 1 1

１波目 ２波目

タイプⅠ

タイプⅡ

３波目

地震動タイプ 地盤種別 免震 弾性 免震 弾性 免震 弾性

Ⅰ種 2 3 2 2 2 8

Ⅱ種 2 3 4 7 2 6

Ⅲ種 2 4 2 2 3 3

Ⅰ種 2 3 5 2 2 2

Ⅱ種 1 2 2 3 1 2

Ⅲ種 1 1 2 2 1 2

タイプⅠ

タイプⅡ

１波目 ２波目 ３波目
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